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２
０
２
０
年
度
、
大
学
の
体
育
実
技
授
業
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
︵
コ
ロ
ナ
禍
︶
に
よ
り
春
学
期

を
休
講
と
し
、
秋
学
期
か
ら
対
面
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
外
出
制
限
・
遠
隔
授
業
の
自
宅
学
習
の
増

加
等
か
ら
、
大
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
社
会
的
ス
キ

ル
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
対
面
活
動
を

通
じ
心
身
の
健
康
の
維
持
・
改
善
に
寄
与
し
て
き
た
体
育

実
技
に
と
っ
て
、
対
面
授
業
の
再
開
は
そ
の
教
育
的
効
果

に
つ
い
て
再
考
し
、
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
新
た
な

社
会
的
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

我
々
は
、
体
育
実
技
の
再
開
が
塾
生
の
身
体
活
動
の
確
保

と
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
る
点
を
重
視

し
、
授
業
の
中
で
塾
生
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

性
化
に
一
層
強
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
る
塾
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
社
会
的
ス
キ
ル
の

水
準
を
把
握
し
、
体
育
実
技
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

︵W
H
O
-5

︶、
社
会
的
ス
キ
ル
︵K

iSS-18

︶
を
評
価
す
る

質
問
に
回
答
を
す
る
も
の
で
、
秋
学
期
授
業
期
間
の
前
後

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
育
実
技
の
役
割

体
育
研
究
所　

教
授   

村む
ら

山や
ま

光み
つ

義よ
し

教育・研究の最前線
FRONTIER

に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
行
い
ま
し
た
。W

H
O
-5

が
低
得
点
の
場
合
は

う
つ
病
の
ケ
ア
が
示
唆
さ
れ
、K

iSS-18

は
対
人
関
係
の
円

滑
化
ス
キ
ル
の
高
低
を
示
し
ま
す
。
回
答
は
４
５
５
名︵
体

育
実
技
の
履
修
者
群
３
１
６
名
、
非
履
修
者
群
１
３
９
名
︶

か
ら
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、W

H
O
-5

とK
iSS-18

と
も
に
秋
学
期
前
後
の
得
点
の
変
化
は
履
修
者
群
と
非
履

修
者
群
で
異
な
り
、W

H
O
-5

は
履
修
者
群
で
向
上
、

K
iSS-18

は
非
履
修
者
群
で
低
下
の
傾
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
課
外
活
動
︵
体
育
会
・
サ
ー
ク
ル
︶
へ
の
所

属
有
無
や
履
修
種
目
の
違
い
︵
個
人
・
集
団
種
目
︶
は
関

連
が
弱
い
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
体
育
実
技
履
修
者
は

授
業
期
間
前
後
に
お
い
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
向
上
、
お

よ
び
社
会
的
ス
キ
ル
の
維
持
を
示
し
、
対
面
授
業
と
い
う

体
験
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
塾
生
の
多
様
な
学
び
を
保
障
し
、
心
身
面
と
社

会
面
の
発
達
を
基
礎
的
に
支
え
る
場
と
し
て
体
育
実
技
の

充
実
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
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※
本
結
果
は
以
下
に
論
文
発
表
を
し
ま
し
た
。「
大
学
体
育
ス
ポ
ー
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